
マスターズ甲子園２０１７実行委員会（第１回）議事録 

 

日 時： 平成２９年５月１３日（土）１６：１５～１８：０５ 

 

場 所： 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 中会議室 B 

 

出席者： 高橋、多湖、宝槻、高山、小川、北野、岡田、高田、小薗、小林、彦次 

     長ヶ原 

欠席者： 樽谷、戒能、前崎、杉山、浪花、谷 

 

 

議 題： １）全国高校野球 OB クラブ連合加盟状況と予定について（資料１） 

     ２）マスターズ甲子園２０１７予選大会状況・予定について（資料２） 

     ３）マスターズ甲子園２０１７本大会について（資料４） 

     ４）マスターズ甲子園２０１７予算案について（資料５－２） 

     ５）今後の準備スケジュールについて（資料３） 

          ６) その他 

 

議事録 

１６：１５より長ヶ原実行委員長のあいさつにより開会。 

実行委員長より議題および資料の内容について説明確認が行われた。 

 

議題１）全国高校野球 OB クラブ連合加盟状況と予定について（資料１） 

 実行委員長より現在の連合への加盟状況について説明が行われた後、今年度新たに参加予定の長野県

リーグ立ち上げに向けた動向が報告された。 

宝槻、高山実行委員より北海道リーグ、小川理事より愛知県、彦次実行委員より和歌山県の動向につい

て説明がなされ、申請枠に関して北海道、愛知県、和歌山県からの加入が濃厚であることが確認された。 

 

議題２）マスターズ甲子園２０１７地方予選大会状況・予定について（資料２） 

 実行委員長より、マスターズ甲子園２０１７大会予選の近況について報告が行われた。 

 

議題３）マスターズ甲子園２０１７本大会（案）について（資料４） 

 実行委員長より今大会の日程の確定および、甲子園キャッチボールの募集開始日時の説明など、大会

プログラムについての報告が行われ原案のままが承認された。 

 

議題４）マスターズ甲子園２０１７予算案について（資料５－２） 

 実行委員長より、昨年度総会資料からの変更点である加盟費、年会費について補足資料（全国高校野

球 OB クラブ連合・年会費対象 OB 校一覧）とともに報告が行われた。具体的には、昨年総会で了承さ

れた予算案をもとに、現時点までの加盟費（２２OB 校分：２２万円）の貯蓄費支出と積立金収入への

計上、および年会費収入（４９２OB 校分：４９２万円）をマスターズ甲子園２０１７大会補助費に充



て、今後見込まれる加盟費・年会費についてもこれらに計上していくことが確認された。 

 実行委員会予算案に関しては、昨年総会で承認された案からの変更点として、協賛社であった明治か

ら小薗委員の交渉により花王（ヘルシア）による大会協賛の獲得、昨年度の写真販売の売り上げ増の反

映を新たに加えた修正予算案が承認された。 

 

議題５）今後の準備スケジュールについて(資料３) 

 大会前後の年間スケジュールについて実行委員長より説明があり、神戸ポートピアホテルで開催予定

の第２回理事会・実行委員会については、当初の予定であった８月２６日から９月２日への変更され、

他のスケジュールについては原案通り承認された。 

 また、昨年度総会で承認された「２０１８－２０１９シリーズ計画」の説明が行われた。前述した今

年度中に加盟が見込まれるリーグを考慮した上で、申請枠と追加枠の数、それに伴う抽選のシミュレー

ションと同一校連続出場への影響について確認された。さらに、2020-2021 シリーズ以降の「３年シリ

ーズ」への変更の可能性について、各リーグの経過観察を行いながら、以降の実行委員会・理事会で引

き続き継続審議していくことが確認された。 

 

議題 6) その他 

１）今年度もマスターズ甲子園地方予選大会用のボールを被災地である熊本県の高校野球連盟へ寄付す

る理事会案が紹介され、実行委員会において承認された。 

２）実行委員長より今年度 4月の World Masters Games2017 における”Masters Koshien Japan”の活

動報告が行われた。2021 年に関西で行われる次回大会は、選手出場支援に加え、マスターズ甲子園が組

織として競技運営においても支援を行なっていくことで了承された。 

 

３）小薗実行委員より協賛企業の PR 方法について提案があった。甲子園での本大会を Live 配信する

ことで選手のプレーを全国へ広げると共に、協賛企業の PR を実施する新たな取り組みについての議論

が行われた。 

 

４）高山実行委員より、新たなグッズ販売の展開についての提案があった。具体的な内容には、新たな

商品の販売、マスターズ甲子園出場常連チームも満足できるグッズ販売などの取り組みが必要であるの

ではないかと議論があった。 

 

５）全国のアシックス関係販売店に関する各リーグへの紹介を行なう共に、推奨バットや他のグッズに

おけるマスターズ甲子園特別価格の交渉や、現役高校球児への提供を含めた可能性をアシックスと継続

交渉していくことが確認された。 

 

 

以上をもって議案の審議が終了し、実行委員長により１８：0５に散会。 


